
 1

 

 

 

 

 
皆様には素晴らしい新年を 

迎えられたこととお慶び申し

上げます． 

本学歯学部は昭和５２年の

創設から３５年余りを経過しま

した．最初の１０年は皆，新し

い学部，病院づくりに専念し，

忙しくも充実したときを過ごし

たことでしょう．その後の１０

年はいわば青年期，自らを主張する成熟のときでし

た．時間的な余裕ができ，大学院生が増加して研究

が根付き，また病院では診療スタッフの充実に伴い，

新たな医療技術の開発や臨床研究もできるようにな

りました．この時期はまた，大学設置基準の見直し，

いわゆる大学の大綱化が提唱されたときでもありまし

た．その目的は高等教育の個性化・多様化を促進す

ることにあり，大学の自由度が増す一方で自己点検・

評価と相互評価システムが導入されました．そして最

近の１５年余り，これはまさに医療教育を変革すると

きでした．医療チームの一員として診療に参加して経

験を積みながら学習する診療参加型臨床実習の導

入，医療面接・診療技能教育の必要性が指摘されま

した．本歯学部・歯科病院も様々な試行を繰り返し，

ふさわしい教育を探索してきました．時とともに進化

するものを対象としていますから，総論的には完成と

いうことがなく評価が難しいともいえます．個々の事

象，例えばＰＢＬテュートリアルを今後どのように展開

するのかを検討する場合には，これまでの経緯を素

直に見直ししなければなりません．反省点があるとす

れば，その多くが事前に予測されたものであったとし

ても，体験を通じてあらためてその困難さが認識され

たものもあります．これらは財産として後に伝えなけ

ればなりません． 

歯科病院はその存在する理由の第一が学生・研

修医の初期臨床教育にあります．その教育にふさわ

しい患者さんの確保は何よりも重要です．地域の歯

科医師会の先生方との病診連携に本院が何よりも力

を入れる理由がそこにあります．同窓の支援も同じく 

らい重要です．待っていても患者さんは来てくれない

からです．そのためには地域からも，患者さんからも

「愛される」歯科病院でなくてはなりません．先生方，

コデンタルの方々，事務方が一緒になってこの課題 

に取り組んできました．定期的な病院セミナーや勉強  

 

 

会，泊まりがけのワークショップなどを通じて，少しず

つ病院を，そして互いを理解するようになりました．し

かしこうした努力が外向きに力になっているかといえ

ば，まだ不十分です．これから先はこれまでとは別な

方法を考える必要があるかも知れません．この１月か

ら３月まで歯科病院で行われる医療マネージメントに 

関するセミナーには高い関心があるようですが，こう

した機会を積極的に利用して欲しいと思います．その

後は歯科病院を例にした実践的なセミナーを考えて

もいいかもしれません．いずれにせよ診療科長には

臨床教育の重要性を歯科病院の実態とともに再認識

して頂き，その上でリーダーシップを発揮してスタッフ

に道筋を示し号令して欲しいものです．スタッフには

個々の責任で自主的に行動して欲しいのです．「愛さ

れる」ためには全員が力を合わせなければなりませ

ん．多くの患者さんを確保すればするほど，初期の臨

床教育を充実できますし，そうすれば大学病院の第

二の目標である高度な先進医療も自ずとついてくると

思います． 

本年も引き続きのご支援をよろしくお願いいたしま

す． 

 
平成２３年１１月１９日１６時から旗の台校舎におい

て「東京湾を震源とする震度６強の地震が発生した」

との想定で避難訓練が実施されました．想定された

条件は「エレベーター使用不可，電話は内線・ＰＨＳ

のみ使用可，水道とガスは使用可，激しい余震により

建物が倒壊する危険があるので屋外へ避難する．」

というものでした．避難場所は中庭と上條講堂前に設

置されました． 

 １６時に「地震発生」の全館放送があり各自初期対

応(自身の保護)，次いでガス栓・電源の遮断等の火

元確認が行われました．その後全館放送による避難

の指示があり，各指定避難場所への移動が行われ，

避難場所に設置された受付にて各部署の避難人数

の 届 け 出 が

行われ避難

訓練は終了

しました．本

訓 練 に は 学

生・職員合わ

せ て １ ０ ８ ４

名 が 参 加 い

たしました． 

年頭にあたり 
歯科病院長 岡野 友宏 

避難訓練が実施されました 
防災委員 中村 雅典 
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平成２４年１２月１日付けで昭和大

学歯学部口腔微生物学講座を担当

させていただくことになりました桑田

啓貴と申します．昭和大学歯学部の

皆様に，歯学部だよりのこの場をお

借りしてご挨拶を申し上げます． 

私は，平成９年に大阪大学歯学部を卒業後，大学

院では口腔細菌学教室に所属し，レンサ球菌の莢膜

に関する研究で学位を取得しました．その後，大阪大

学微生物病研究所や九州大学，京都大学などで宿

主防御機構，特に自然免疫系におけるシグナル伝達

制御メカニズムの解明に取り組んできました．自然免

疫に関する研究は２０１１年にノーベル賞受賞対象と

もなり，医学分野では臨床応用されつつある一方で，

歯科領域における自然免疫の関わる疾患について

は未解明の部分が多く残されています．たとえば，普

段の歯科治療において日常的に遭遇する難治性慢

性炎症の誘導メカニズムなどはその好例と言えます．

そこで，私たちの研究室では，治療に役立つ基礎研

究を目指し，臨床領域の先生方と共同でプロジェクト

に取り組み，新規治療法の開発など歯科でのニュー

フロンティアを開拓していきたいと考えています．また，

歯学部講義「感染と免疫」では，従来の微生物学に

最先端の免疫学を加え，系統的かつ網羅的微生物

学の講義を構築し，学生の歯学を含めた医学全般へ

の理解を深め，本学の特色であるチーム医療志向の

歯科医師養成に取り組みます． 

 １２年のブランクを経て歯学部に復帰した当初は近

年の歯科大学事情に疎く，迷う事も多かったのです

が，幸い当教室の森崎講師，有本講師，深町助教，

片岡助教，谷口助教といった実力派スタッフに助けら

れ，次第に軌道に乗りつつあるように思います． 
  今後，みなさまと一緒にお仕事できることを大変楽

しみにしております．その上で，昭和大学歯学部の更
なる発展に貢献出来れば望外の喜びです．若輩者で
はありますが，今後ともご指導の程よろしくお願いい
たします．  
 

 
２月２日(土)，３日(日)： 第１０６回歯科医師国家試験 

２月１６日(土)： 歯学研究科Ⅱ期入試 

２月１７日(日)： 歯学部４年生OSCE 

２月２４日(日)： 選抜Ⅱ期・センター利用Ⅱ期・ 

編入学Ⅱ期入試 

２月２７日(水)：歯学部４年生 CBT 追・再試 

３月７日(木)： 歯学部４年生 OSCE 追再試験 

３月１５日(金)：大学院歯学研究科修了式 

３月１９日(火)：卒業式・ 

第１０６回歯科医師国家試験合格発表 

本学では，客員教授高須克弥氏の寄附金により，

東日本大震災の被災地（岩手・宮城・福島）からの平

成２５年度入学者を対象とした奨学金給付制度を設

け，以下の通り募集することとなりました．本奨学金

は，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に

よって経済状況が急変した被災地からの入学者に対

し，経済的不安の緩和・経済的支援・教育機会の均

等提供を目的として給付するものです．対象は岩手・

宮城・福島県内の高等学校を卒業し，本学各学部，

医学部附属看護専門学校の平成２５年度１年次に入

学する学生で，給付を希望する方です．給付額は入

学する学部等により異なりますが，歯学部入学者の

場合は１００万円です．詳細については学事部入学

支援課（０３－３７８４－８０２６）にお問い合わせ下さ

い． 

 
平成２４年１２月１４～１７日に，台北市において，

The ２４th Annual Meeting of Taiwan Association of 

Orthodontists が開催され，医局員とともに研究成果

を発表して参りました．本大会は，高雄市開業の許為

勇先生（本学在籍：昭和５９～６２年）が学会理事長を

務める最後の大会ということもあり，教室ＯＢの先生

方も台北に集い，二十数年来の旧交を温めることも

叶いました．当講座には，初代の福原教授の頃から

多くの台湾出身の先生が留学されております．その

数は１２名にのぼり，台湾の矯正歯科学会の中でも

昭和大学ＯＢ会が組織されているほどです． 

私と許先生とは同じ年に入局し，研究室の隣り合

わせの席で不慣れな医局生活の中も，冗談を言いな

がら励まし合った思い出があります．驚いた事に，懇

親会で日本人として３人目の名誉会員に推挙されま

したが，壇上でその彼から記念品を受け取る時，昔

にタイムスリップしたような運命の不思議さを感じまし

た．あの３．１１の際も，元院生からの「早くこちらに避

難しろ」という連絡に涙しましたが，永く本学で学んだ

ことを覚えていてくれる彼らに今後さらに友情を深め

ることを誓いました． 

現在，台湾と中国とは微妙な関係にあります．しか

し，本学に学んだ両国の先生達は今でも仲良く連絡

を取り合っている

との事です．そん

なところにも本学

の良さが現れて

いるのかもしれ

ません． 

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

教授就任のご挨拶 
           口腔微生物学講座 桑田 啓貴

 中華民国歯顎矯正学会に参加して 
            歯科矯正学講座 槇 宏太郎 

平成２５年度「昭和大学被災地入学者

のための高須奨学金」を募集します 
歯学部学生部長 上條 竜太郎
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 平成２４年１２月８～９日，神奈川県三浦郡のＩＰＣ生

産性国際交流センターにて，第２回歯科病院ワーク

ショップが開催され，各付属病院から看護師，放射線

技師，管理栄養士，歯科技工士，歯科衛生士，歯科

医師の計４３名が参加しました．今回のワークショップ

は，「患者満足度を向上させるためには～理想の診

療とは～」，「歯科技工士の業務確立と役割につい

て」，「歯科衛生士の業務確立と役割について」の３つ

がテーマであり，その解決策を検討しました．私の班

は「患者満足度を向上させるためには～理想の診療

とは～」という課題でしたが，日常の診療の中で考え

る個人的なものではなく，病院全体という規模で患者

満足度というものを考える貴重な経験となりました．

また，ワークショップ終盤の討議・発表では，全てのテ

ーマにおいて教育が論点になり，その重要性を再認

識しました．さらに，小口理事長と小出理事の講評で

は，昭和大学創設の発端が「医療従事者の育成」で

あったことや，本学の最大の特徴は医系総合大学で

あり，チーム医療の利点を改めて痛感しました．最後

に，このような素晴らしい機会を与えて頂いた昭和大

学歯学部に感謝申し上げます． 

 

 
このプログラムは，次世代の歯学研究者を育成す

るために，学部在籍中に，学部のカリキュラムに並行

して，科目等履修生として，大学院の教育を受け，研

究マインドを醸成するものです．すなわち，学生の間

に大学院の勉強･研究に触れてみるものです．対象

は現在３，４，５学年在籍者です．大学院入学後，２

年間で最高８単位を認定し，修了要件単位数に算入

することができます．その場合には，大学院の期間を

１年間短縮できる場合もあります． 

 現在，４年生５名，５年生６名，６年生５名が本プロ

グラムに参加しています．登録料が３万円で授業料

は年間５万円です．出願締め切りは３月１日で，試験

は３月８日です．熱心な学生さんに，このプログラム

のことをぜひ紹介してください． 

 

 
専門医取得を希望する大学院生に十分な臨床実

習と専門医取得の準備を行うことを可能にするため

に，臨床実習の充実を目的とし，大学院希望者の多

様なニーズに応えることが目的です．来年度の大学

院入学後に主科目・副科目選択時に申請を行いま

す． 

「大学院での臨床実習による単位が１０単位以上

（総単位３０単位以上のうち）」であり，「日本歯科医学

会専門分科会・認定分科会で，専門医・認定医の取

得が可能な学会に加入し，３回以上の学術大会・講

演会へ出席する」ことが条件です．これを満たすと，

単位取得の制限が緩和されます． 

研究だけではなく，臨床も頑張りたい大学院生に

は良い制度であると思います． 

 
私は現在，アメリカにある南カリフォルニア大学歯

学部の Center of Orofacial Pain and Oral Medicine に

レジデントとして勤めています． 

Orofacial Pain とは，顔面に関するペインクリニック

のようなもので，三叉神経痛，神経障害性疼痛や，顎

関節症から頭痛までの診療に携わっています．Oral 

Medicine とは，顎顔面部にできる疾患の診断，自己

免疫疾患や口腔乾燥症

などの診療を行います．

日本では口腔外科が診

療する内容ですが，天

疱瘡，帯状疱疹，口腔乾

燥症などは，外科処置

では治りませんね？内

科的マネージメントが必

要なので，アメリカには

必然的に口腔内科という科が存在します． 

レジデントプログラムは，専門医になるためのトレ

ーニングを受けるプログラムです．学費が必要なもの

が多いですが，私の在籍するプログラムのように逆に

給料を貰いながら学ぶことができるものも存在します．

毎日多くの患者さんを診療し，さらに勉強やプレゼン

テーションなどに追われ，とても忙しいですが，充実し

た日々を送っています． 

海外での診療に興味がある方や日本ではなかな

かできないような経験をしたい方は，海の向こうへ羽

ばたいてみてはいかがでしょうか．興味がある方は，

いつでもご連絡ください． 

平成２５年度 Multi Doctor 履修生を募

集します 
大学院運営委員会 佐藤 裕二 

南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 歯 学 部

Residency Program に在籍して  
歯学部２８回生 安藤 彰啓

大学院歯学研究科専門医コースが創

立されます  
大学院運営委員会 佐藤 裕二 

第２回歯科病院ワークショップに参加

しました 
            歯科矯正学講座 二木 克嘉 
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昭和大学では「チーム医療ができる医療人」をキー

ワードとして，４学部連携教育を推進しています．この

教育の仕上げは，５年生で実施する「学部連携病棟

実習」です．昭和大学附属病院の各病棟で入院患者

さんを１週間担当させていただく本実習では４学部学

生グループが医療情報を共有した上で，患者さんに

とって望ましい医療とは何かをディスカッションし，現

場の医療スタッフに提案をします．「学部連携病棟実

習」のシミュレーションとして，４年生では「病棟実習シ

ミュレーション・学部連携ＰＢＬ」を実施します．模擬カ

ルテをシナリオとして，４学部学生が共有した情報を

基に，患者さんの問題点を明らかにし，対応策をグル

ープでディスカッションします． 

３年生では「臨床シナリオ・学部連携ＰＢＬ」を平成

２４年１２月７日(金)，１４日(金)，１８日(火)に旗の台キ

ャンパスと横浜キャンパスで６００名に対して実施しま

した．ＳＬＥ患者の骨髄炎や心機能が悪い脊柱管狭

窄症術後の患者を主題としたＰＢＬで，４学部の学生

が専門分野の知識を基に，ディスカッションを行い，

患者さんが有する問題を様々な視点で見て，プロブ

レムマップという形で全体像をグループで共有しまし

た．次にグループとして患者さんに対する治療・ケア

について考えました．未履修の内容が多いシナリオ

でしたが，学生は真剣に取り組み，グループの力を

合わせて，患者さんの有する問題を共有し，治療・ケ

アプランを考え，１８日に実施された発表会では，取り

組んだ成果をしっかり発表できたグループが大半でし

た． 

学生は１年次に富士吉田で学部連携ＰＢＬを経験

していますが，皆２年間の成長をお互いに驚き，専門

的知識を身につけた仲間を尊敬しあう場面が多くみ

られました．さらに，各グループで学部の代表として，

責任を持って発言することの重要性に気づき，医療

人としての自覚が生まれたという声も多く聞かれまし

た． 

患者さんを４学部の視点から見て，ディスカッション

することにより，問題を多面的に把握し，信頼できる

情報源を用いて問題解決をはかる能力は，「クリティ

カルシンキング」と呼ばれ，欧米では歯学部生が必ず

身につけるべき能力として重要視されています．是非

ＰＢＬを通じて，生涯学習とチーム医療ができるよりよ

い 医 療 が

提供できる

歯 科 医 師

になっても

らいたいと

思います． 

 
ＳＬＥを発症した２０代女性が下顎骨骨髄炎になっ

たという臨床的な内容で，学生チームで治療計画を

立てました．グループのメンバーは医・歯・薬学部の３

年生と保健医療学部２年生の学生で構成されており，

１年次の寮生活での知り合いもいて，話し合いがスム

ーズに進みました．歯学部からは２人で歯科分野で

は協力して知識を出し合い発言することができました．

他学部の学生は歯科の知識がないので発言の際に

少し責任を感じ，チーム医療がどのようなものか想像

できました． 

討議や学習成果の発表において，他学部の知識も

必要であったため，わからないことが多く難しく感じる

ことが多かったです．班のメンバーとのコミュニケーシ

ョンをきちんととり，自分の持っている知識や意見をき

ちんと伝えること，他人の発言をきちんと聞くことが大

切であると思いましたし，他学部の知識も知っておく

必要があるということもわかりました．また，専門用語

を使うと他学部の学生に伝わらない事がわかり，例

えば “う蝕”という言葉やパノラマＸ線写真の見方が

わからない人がいました．説明する時には他学部に

もわかるように説明する事が大切であると感じました．

将来患者さんにはわかりやすく説明したいと思いまし

た． 

 歯科医院に来院する患者さんも全身疾患を有する

場合があるため，疾患や薬のことを学ぶ事も重要で

あると改めて感じました．歯科医師は口腔内の診察

だけではなく患者さんのＱＯＬを考慮し，治療に対す

る希望や今後の生活の事を考えて治療方針を決め，

必要に応じて様々な職種の人が協力するチーム医療

も必要であると

感 じ ま し た ． 将

来の実習や医療

人となった時に

この経験を活か

せていきたいと

思いました． 

勝又 桂子 歯科保存学講座総合診療歯科学部門： 

第５回日本総合歯科協議会において最優秀発表賞 
 

 
入学試験の時期になり，お忙しいにもかかわらず，

原稿執筆を快くお引き受けいただきました先生方に

深く感謝いたします． 

昭和大学そして皆様にとりまして，

すばらしい一年となりますようお祈

りしております．  

編集後記    口腔解剖学講座 野中 直子 

３年生 臨床シナリオ・学部連携 PBL

が実施されました      
歯科医学教育推進室 片岡 竜太 

臨床シナリオ・学部連携 PBL に参加しま

した 
歯学部３年 湯川 未郷

受賞      広報委員長 井上 富雄 


